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薩摩半島南岸から得られた九州初記録となるハナダイ科ハナダイ亜科魚類 4種
（バラハナダイ・イッテンサクラダイ・キオビイズハナダイ・フジナハナダイ）

松本達也 1・中村潤平 2・本村浩之 3

Four species of the subfamily Anthiadinae (Perciformes: Ser-
ranidae) are firstly recorded from Kyushu, Japan. Odontanthias 
katayamai (Randall, Maugé and Plessis, 1979) [a single speci-
men, 138.2 mm standard length (SL)], Odontanthias unimacu-
latus (Tanaka, 1917) (4 specimens, 138.4–154.0 mm SL), Plec-
tranthias sheni Chen and Shao, 2002 (4 specimens, 103.5–116.6 
mm SL), and Plectranthias wheeleri Randall, 1980 (a single 
specimen with abnormal coloration, 76.2 mm SL) were collected 
off the south coast of Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture. 
These specimens of anthiadinae fishes were described herein in 
detail. Additionally, the specimen of P. wheeleri with abnormal 
coloration is confirmed to be intraspecific variant of the species 
based on molecular analysis.
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 Abstract

ハナダイ科ハナダイ亜科（Serranidae: Anthiadinae）は日

本から 15属 59種が知られている（中村・本村，2022）．

このうち，イッテンサクラダイ属 Odontanthias Bleeker, 

1873は背鰭鰭条が X, 12–18，臀鰭軟条数が 7–8，側線有孔

鱗数が 30–46，体が側扁し，体高が高い，舌上に硬い卵円

形の歯板がある，背鰭軟条の数本が糸状に伸びる，および

尾鰭が二叉形などの特徴をもち，日本からは 5種が知られ

ている（瀬能，2013；中村・本村，2022）．また，同亜科

のイズハナダイ属 Plectranthias Bleeker, 1873は背鰭鰭条が

X, 13–20，側線有孔鱗数が 8–46，総鰓耙数が 12–31，体が

やや側扁し，比較的体高が高い，背鰭棘間が切れ込む，お

よび尾鰭が深く湾入しないなどの特徴をもち，日本からは

19種が知られている（瀬能，2013; Wada et al., 2020; Gill 

et al., 2021；中村・本村，2022）．なお，Serranidaeに対す

る標準和名には長らくハタ科が用いられていたが（瀬能，

2013），Smith and Craig (2007)などによる分子系統解析の

結果に基づいた分類体系の再編成により，従来の分類体

系（例えば，Johnson, 1983）において Serranidaeに内包さ

れていた Epinephelinae（ハタ亜科）と Niphon Cuvier, 1828

（アラ属）は独立した科（ハタ科 Epinephelidaeとアラ科

Niphonidae）として扱われ，Serranidaeに対する標準和名

は中村・本村（2022）によってハタ科からハナダイ科へと

変更された．

2021年 11月から 2022年 2月にかけて行われた船舶か

らの釣りによる薩摩半島南岸の魚類相調査において，1個

体のバラハナダイ O. katayamai (Randall, Maugé and Plessis, 

1979)，4個体のイッテンサクラダイO. unimaculatus (Tanaka, 

1917)，4個体のキオビイズハナダイ P. sheni Chen and Shao, 

2002，および 1個体のフジナハナダイ P. wheeleri Randall, 

1980が釣獲された．これらの標本は各種の九州沿岸にお

ける初めての記録となるためここに詳細を報告する．また，

今回薩摩半島南岸から得られたフジナハナダイは体側に黒

色素胞を呈する色彩変異個体であったため，本研究では分

子遺伝学的な解析を行い，この色彩変異がフジナハナダイ

の種内変異であることを確認した．

材料と方法
計数・計測方法は，バラハナダイとイッテンサクラダ

イでは Randall and Heemstra (2006)にしたがい，キオビイ

ズハナダイとフジナハナダイでは Randall (1980)にした

がった．体各部の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm

単位まで行い，計測値は体長に対する百分率で示した．計

測は原則的に標本の左体側で行ったが，左体側に破損や奇

形がある場合は右体側で行った．標準体長は体長または

SLと表記した．生鮮時の体色の記録は，ホルマリン固定

の前に撮影された標本のカラー写真に基づいて記載した．
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標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博

物館に保管され，上記の生鮮時の写真は同館データベー

スに登録されている．本研究で用いた研究機関略号は，

KAUM（鹿児島大学総合研究博物館）と KPM（神奈川県

立生命の星・地球博物館）である．なお，神奈川県立生命

の星・地球博物館の標本と写真資料番号は，電子台帳上で

は桁を埋めるための 0を付加した 7桁の数字が用いられて

いるが，本稿では有効数字で表記した．

本研究にて記載したフジナハナダイ（KAUM–I. 162402）

は体側に複数の黒色素胞を呈していた．フジナハナダイで

は通常このような黒色素胞はみられないため，この色彩

変異を種内変異であるか判断すべくミトコンドリア DNA

（mtDNA）の cytochrome oxidase subunit I（COI）領域を

対象とした塩基配列の比較を行った．解析には KAUM–

I. 162402と，体側に黒色素胞をもたないフジナハナダ

イ 2 標本（KAUM–I. 110597，体長 86.3 mm，トカラ列

島平島産；KAUM–I. 116326，体長 72.3 mm，奄美大島

産）を比較対象として加えた計 3標本の組織切片を使用

した．組織切片の採取・保管方法は本村（2009）にした

がった．全 DNAは 99.5%エタノールで固定された筋肉組

織からWizard Genomic DNA Purification Kit（Promega）を

用いて抽出した．Ward et al. (2005)で設計された Fish F1 

(5ʹ-TCAACCAACCACAAAGACATTGGCAC-3ʹ) と Fish R1 

(5ʹ-TAGACTTCTGGGTGGCCAAAGAATCA-3ʹ) を用いて，

COI遺伝子領域の部分塩基配列を PCR法により増幅し

た．PCR反応液は，DNA 溶液 1.5 µl，Go Taq Green Master 

Mix7.5 µl，フォワードプライマーとリバース プライマー

（10pmol/µl）を 1.5 µlずつ，および nuclease free waterを

13 µlを加えて，総量を 25 µlとした．PCR反応は，94˚C

で 30秒の変性，46˚Cで 30秒のアニーリング，72˚Cで 45

秒の伸長を 30サイクル繰り返し，最後に 72˚Cで 10分の

伸長を行った．PCR産物はタカラバイオ株式会社の受託

サービスに供することにより塩基配列を決定した．得られ

た塩基配列（614 base pair）は Clustal W（Thompson et al., 

1994）によって多重整列した後，MEGA X（Kumar et al., 

2018）を用いて各サンプル間の遺伝距離（p-distance）を

求めた．本研究で決定した塩基配列データは日本DNAデー

タバンク（DDBJ）に以下の通り登録されている：KAUM–

I. 110597（アクセッション番号：LC730852），KAUM–I. 

116326（LC730853），KAUM–I. 162402（LC730854）．

Odontanthias katayamai (Randall, Maugé and Plessis, 1979)

バラハナダイ
（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 165747，体長 138.2 mm，鹿児島県南

さつま市坊津町沖秋目島沖（31°20′35″–31°20′29″N, 130° 

07′07″–130°09′02″E），水深 125 m，釣り，2022年 2月 2日，

中村潤平．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示す．体は前後方向に長い楕円形でよく側扁する．体背

縁は吻端から背鰭第 1棘基部にかけて曲線的に上昇し，背

鰭第 1棘基部から背鰭第 2軟条基部にかけては体軸に対し

てほぼ平行となり，背鰭第 2軟条基部から尾柄にかけては

やや急に下降する．体腹縁は下顎先端から腹鰭起部まで緩

やかに下降し，そこから臀鰭起部までは体軸と平行となり，

臀鰭起部より尾柄前部にかけては緩やかに上昇する．吻長

は眼径より短く，吻端は丸みを帯びる．鼻孔は 2対で眼窩

の前端付近に位置する．前鼻孔は管状で皮弁をもち，後鼻

孔は前鼻孔に比べ直径がやや大きく，皮弁をもたない．瞳

と瞳孔は前方が尖る涙滴型．口裂は後下方に向けて傾斜

し，主鰓蓋骨の後端は眼窩中央直下に達する．下顎の先

端は上顎の先端よりもわずかに前方に突出する．舌上には

絨毛状歯が密生する卵形の歯板がある．上顎歯は絨毛状

で密に並び，前部に左右 1対の犬歯状歯をもつ．鋤骨と口

蓋骨はともに絨毛状歯帯をそなえる．下顎歯は絨毛状で，

前部に左右 1対の犬歯状歯をもつ．上下顎歯帯は前方で広

く，側方では狭い．体は眼窩の前下方と鰓蓋膜を除き櫛鱗

に覆われる．前鰓蓋骨後縁は鋸歯状であり，隅角部に比較

的大きな鋸歯をもつ．側線は管状に開孔した有孔鱗からな

り，鰓孔上端から始まって背鰭第 7棘基部直下まで上昇し

た後，背鰭基底後端直下まで緩やかに下降し，それ以降は

体軸と平行となって尾鰭基底に達する．背鰭起部は前鰓蓋

骨後縁よりも後方に位置し，背鰭基部後端は臀鰭後端直上

よりも後方に位置する．背鰭棘は第 4棘が最長となる．背

鰭棘部の鰭膜はやや深く切れ込み，後方に向かうにつれて

切れ込みが浅くなる．背鰭第 1–10軟条は先端が糸状に伸

長する．背鰭第 2，第 3軟条は他の軟条よりも先端が顕著

に伸長し，第 2軟条が最長となる．臀鰭起部は背鰭第 1軟

条基部直下に位置する．臀鰭第 2軟条は先端が糸状に伸長

し，最長となる．胸鰭基底上端は鰓蓋後縁直下よりやや前

方に位置する．腹鰭起部は背鰭第 3棘基部やや後方の直

下に位置する．左体側の腹鰭第 1棘は途中から欠け，第 1

軟条と癒合する（右体側の腹鰭第 1棘は完全かつ第 1軟条

と癒合しない）．腹鰭第 2軟条は糸状に伸長する．畳んだ

腹鰭の後端は臀鰭起部を越える．尾鰭は深く湾入した二叉

形となる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1A）―体側の地色は黄みを

帯びたオレンジであり，背縁はにぶい黄みがかる．体側腹

方は淡い赤色．体側中央から尾柄にかけて多数の不規則な

細い黄色帯があり，尾柄には多数のにぶい黄色斑がある．

頭部の地色は赤紫色で，吻端から主鰓蓋骨上部，眼窩下端

にかけては明るい黄色を呈し，それより上方はにぶい黄色
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を呈する．虹彩の外縁は紫色を呈し，その内側は明るい黄

色を呈する．下顎から鰓蓋にかけて多数の明るい黄色斑が

ある．頭部腹縁は淡色．背鰭棘の先端部は赤紫色を呈し，

鰭膜は明るい黄色を呈する．背鰭第 6–10棘の鰭膜上には

赤紫色の斑が散在する．背鰭軟条の地色はオレンジ色で，

先端に向かうにつれて明るい黄色を呈する．背鰭第 1–3軟

条の先端部は赤みを帯びたオレンジ色で縁取られる．背鰭

軟条の鰭膜上部には紫色の斑があり，鰭膜の先端部はオレ

ンジ色を呈する．臀鰭棘と軟条の地色は淡い赤紫色で，臀

鰭第2棘から第2軟条にかけての先端付近は白色を呈する．

臀鰭棘部と軟条部の鰭膜は淡い赤紫色を呈し，明るい黄色

帯が複数ある．胸鰭は赤みを帯びたオレンジ色を呈し，基

底部付近の鰭膜上と，胸鰭基底部から鰓蓋後縁の間にかけ

ては複数の明るい黄色斑がある．腹鰭第 1棘と腹鰭軟条は

淡い赤紫色を呈し，腹鰭軟条の鰭膜はうすく黄色がかる．

腹鰭第 1と第 2軟条の先端は白色を呈し，腹鰭第 3–5軟条

にかけての先端は白色半透明となる．尾鰭鰭条と鰭膜の地

色は赤みを帯びたオレンジ色を呈する．尾鰭の縁辺は赤色

を呈し，その内側は明るい黄色を呈する．尾鰭両葉先端部

は白みがかる．

分布　本種は日本，台湾，およびマリアナ諸島から記
録されている（Randall et al., 1979; Shao et al., 1992；瀬能，

Fig. 1. Photographs of Odontanthias katayamai from the south coast of Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 
165747, 138.2 mm SL) A: fresh specimen; B: immediately after angling.
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2013）．日本国内においては，伊豆大島，八丈島，相模

湾，土佐湾，種子島，奄美群島，沖縄諸島，および宝山

曽根（沖縄島・宮古諸島間）から記録されており（蒲原，

1934; Katayama, 1960, 1975; Tomiyama, 1966; Kamohara and 

Yamakawa, 1968； 瀬 能，2013； 鏑 木，2016; Nakae et al., 

2018；桜井，2018, 2019），本研究により薩摩半島南岸にお

ける分布も確認された．

備考　記載標本は背鰭軟条数が 16であること，側線

有孔鱗数が 36であること，背鰭軟条部に黒色帯がないこ

と，腹鰭と臀鰭第 2軟条が糸状に伸長すること，尾鰭両葉

先端付近が丸みを帯びること，上顎先端から背鰭起部にか

けての頭部背縁が一様ににぶい黄色を呈すること，およ

び尾鰭基底に黒色帯がないことなどの特徴が Randall et al. 

(1979)と瀬能（2013）の示したバラハナダイ Odontanthias 

katayamaiの特徴と一致したため，本種に同定された．

本研究で報告した KAUM–I. 165747は，左腹鰭の第 1

棘と第 1軟条の基部付近が癒合し，第 1棘の半ばから先端

部を欠く形態異常個体であった．この形態異常は，過去に

受けた外傷もしくは仔稚魚期の腹鰭形成過程における発生

異常が原因で生じたものと考えられる．

Odontanthias unimaculatus (Tanaka, 1917)

イッテンサクラダイ
（Fig. 2; Table 1）

標本　4個体：KAUM–I. 163066，体長 143.5 mm，鹿児

島県指宿市開聞岳沖（31°08′N, 130°31′E），水深 120 m，釣

り，2021年 12月 3日，松本達也；KAUM–I. 165739，体

 O. katayamai O. unimaculatus
KAUM–I. 165747 KAUM–I. 163066 KAUM–I. 165739 KAUM–I. 165740 KAUM–I. 165852

Standard length (SL; mm) 138.2 143.5 154.0 148.4 138.4
Counts

Dorsal-fin rays X, 16 X, 14 X, 14 X, 14 X, 14
Anal-fin rays III, 7 III, 7 III, 7 III, 7 III, 7
Pectoral-fin rays 17 19 18 17 18
Tubed lateral-line scales 36 38 35 36 37
Gill rakers (upper + lower) 12 + 27 13 + 27 13 + 27 12 + 28 13 + 27

Measurements (as % of SL)
Body depth 46.7 43.3 42.3 41.8 42.9 
Body width 17.2 17.8 17.5 15.8 17.0 
Head length 36.5 35.7 35.8 34.6 35.6 
Snout length 7.5 9.2 8.1 8.4 9.1 
Orbit diameter 11.6 10.1 10.3 9.6 10.2 
Interorbital width 9.6 10.0 9.0 9.2 9.4 
Upper-jaw length 15.7 16.7 16.0 16.0 17.4 
Caudal-peduncle depth 13.8 15.0 14.0 14.2 14.1 
Caudal-peduncle length 20.5 21.7 22.3 21.5 21.7 
Pre-dorsal-fin length 33.8 30.7 29.6 29.5 30.5 
Pre-anal-fin length 68.1 62.7 64.0 66.2 67.8 
Pre-pectoral-fin length 33.3 34.4 34.0 33.7 36.0 
Pre-pelvic-fin length 37.8 36.4 36.7 37.2 38.5 
Dorsal-fin base length 70.6 70.0 69.3 66.5 67.3 
1st dorsal-fin spine length 6.2 5.6 6.2 6.4 5.9 
2nd dorsal-fin spine length 8.6 9.3 10.1 9.4 10.2 
3rd dorsal-fin spine length 12.7 21.8 20.7 17.7 17.9 
4th dorsal-fin spine length 13.3 13.2 11.9 13.1 12.9 
10th dorsal-fin spine length 13.0 12.7 12.2 13.1 12.9 
Longest doral-fin ray length 54.3 45.0 40.3 35.6 32.6 
Anal-fin base length 20.8 20.7 20.8 19.4 19.5 
1st anal-fin spine length 7.1 6.6 6.4 7.1 7.3 
2nd anal-fin spine length 14.0 13.1 13.8 14.9 15.2 
3rd anal-fin spine length 15.4 14.8 13.9 14.8 15.3 
Longest anal-fin ray length 40.7 21.7 19.7 19.8 20.0 
Caudal-fin length 41.2 49.9 47.6 44.0 44.6 
Caudal concavity 20.0 17.1 18.3 17.6 18.1 
Pectoral-fin length 31.6 28.3 28.7 27.0 28.1 
1st pelvic-fin spine length 17.1* 16.7 16.7 16.8 16.6 
Longest pelvic-fin ray length 51.2 39.7 39.9 37.3 36.3 

*Measured in right side of body

Table 1. Counts and measurements (as % of SL) of Odontanthias katayamai and O. unimaculatus from south coast of Satsuma Penin-
sula, Kagoshima Prefecture, Kyushu, Japan.
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長 154.0 mm，鹿児島県南さつま市坊津町沖秋目島沖（30

°20′35″–31°20′29″N, 130°07′07″–130°09′02″E），水深 150 m，

釣り，2022年 2月 2日，中村潤平・松本達也・永吉健志

郎・金井耀大；KAUM–I. 165740，体長 148.4 mm，鹿児

島県南さつま市坊津町沖秋目島沖（31°20′35″–31°20′29″N, 

130°07′07″–130°09′02″E）， 水 深 100–130 m， 釣 り，2022

年 2月 2日，中村潤平・松本達也・永吉健志郎・金井耀

大；KAUM–I. 165852，体長 138.4 mm，鹿児島県南さつま

市坊津町沖秋目島沖（31°20′35″–31°20′29″N, 130°07′07″–

130°09′02″E），水深 135 m，釣り，2022年 2月 2日，中村潤平・

松本達也・永吉健志郎・金井耀大．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示す．体は前後方向に長い楕円形でよく側扁する．体背

縁は吻端から背鰭起部にかけて上昇し，背鰭起部から背鰭

第 3軟条基部にかけては体軸に対してほぼ平行となり，背

鰭第 3軟条基部付近から尾柄前部にかけてはやや急に下降

する．体腹縁は下顎先端から腹鰭起部まで緩やかに下降し，

そこから臀鰭起部までは体軸と平行となり，臀鰭起部より

尾柄にかけて緩やかに上昇する．吻長は眼径より短く，吻

端は丸みを帯びる．鼻孔は 2対で眼窩の前端付近に位置す

る．前鼻孔は管状で皮弁をもち，後鼻孔は前鼻孔に比べ直

径がやや大きく，皮弁をもたない．瞳と瞳孔は前方が尖る

涙滴型．口裂は後下方に向けて傾斜し，主鰓蓋骨の後端は

眼窩中央よりやや後方に達する．下顎の先端は上顎の先端

よりもわずかに前方に突出する．舌上には絨毛状歯が密

生する卵形の歯板がある．上顎歯は絨毛状で密に並び，前

部に左右 1対の犬歯状歯をもつ．鋤骨と口蓋骨はともに絨

毛状歯帯をそなえる．下顎歯は絨毛状で，前部に左右 1対

の犬歯状歯をもち，その後方にはわずかに後方へ湾曲した

左右 2対の犬歯状歯をもつ．上下顎歯帯は前方で広く，側

方では狭い．体は眼窩の前下方，頭部腹面，および鰓蓋膜

を除き櫛鱗に覆われる．前鰓蓋骨後縁は鋸歯状であり，隅

角部に比較的大きな鋸歯をもつ．側線は管状に開孔した有

孔鱗からなり，鰓孔上端から始まって背鰭第 7棘基部直下

まで上昇して，背鰭基底後端直下まで緩やかに下降し，そ

れ以降は体軸と平行となって尾鰭基底に達する．背鰭起部

は前鰓蓋骨後縁直上よりわずかに後方に位置し，背鰭基部

後端は臀鰭基部後端直上よりも後方に位置する．背鰭棘は

第 3棘が最長で，その先端に小さな皮膜を有する．背鰭棘

部の鰭膜はやや深く切れ込み，後方に向かうにつれて切れ

込みが浅くなる．背鰭第 2–14軟条は先端が細長く伸長し，

第 3軟条が最長となる．臀鰭起部は背鰭第 1–3軟条基部直

下に位置する．胸鰭基底上端は鰓蓋後縁直下よりやや前方

に位置する．腹鰭起部は背鰭第 3棘基部直下に位置する．

腹鰭第 3軟条は糸状に伸長する．畳んだ腹鰭の後端は臀鰭

起部を越える．尾鰭は深く湾入した二叉形となる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 2A, C, D）―体側の地色は

KAUM–I. 163066, 165852では赤みを帯びた橙色，KAUM–I. 

Fig. 2. Photographs of Odontanthias unimaculatus from the south coast of Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan (A, B: 
KAUM–I. 163066, 143.5 mm SL; C: KAUM–I. 165852, 138.4 mm SL; D: KAUM–I. 165739, 154.0 mm SL). A, C, D: fresh spec-
imen; B: immediately after angling.
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165739, 165740では黄みを帯びた橙色であり，背縁はにぶ

い黄みがかる．体側腹方は淡い赤色．体側中央付近から尾

柄部にかけての淡い赤みを帯びた白色斑が散在する．尾柄

上下縁は赤桃色で縁取られる．頭部の地色は赤紫色で，眼

窩上端から背縁にかけてにぶい黄色を呈する．虹彩の外縁

は前部を除いて赤紫色を呈し，その内側は明るい黄色を呈

する．上顎前端から眼窩下端，鰓蓋後縁にかけて明るい黄

色の 1斜線がある．上顎前端を除く上顎前部，主上顎骨上

縁，および下顎前部は強く赤紫色を帯びる．頭部腹縁は淡

色．背鰭第 1棘から第 3軟条の先端部は赤桃色を呈する．

背鰭第 1棘，第 2棘の鰭膜は明るい黄色を呈する（KAUM–

I. 165740では背鰭第 1–3棘の鰭膜が明るい黄色を呈する）．

背鰭第 3棘の鰭膜先端は黒色を呈する．背鰭第 3棘から

第 10棘にかけての鰭膜基底付近は薄い赤橙色を呈し，そ

れより先端側は明るい黄色を呈する．背鰭軟条部基底は明

るい黄色を呈し，それより先端側は白色半透明となる．背

鰭第 3軟条から第 14軟条にかけての鰭膜中央付近には黄

色斑が複数並び，鰭膜の先端部は明るい黄色を呈する．臀

鰭棘は淡い赤紫色を呈する．臀鰭軟条部の鰭膜は淡い黄色

を呈し，先端部は淡い赤桃色を呈する．胸鰭は赤みを帯び

たオレンジ色を呈し，基底部は明るい黄色の斑がある．胸

鰭前方と鰓蓋後縁の間に，眼経とほぼ等しい長さの明る

い黄の横帯が 1本ある．腹鰭第 1棘は淡い赤桃色を呈し

（KAUM–I. 165852では淡い橙色），腹鰭第 2軟条は黄色を

呈し，第 1軟条と第 3軟条は黄色みを帯びた淡い橙色，第

4軟条と第 5軟条は淡い橙色を呈する．腹鰭第 1棘と腹鰭

第 1，第 2軟条の先端は淡い赤桃色を呈し，腹鰭第 3–5軟

条にかけての先端は白色半透明となる．尾鰭基底部は明る

い黄色を呈する（KAUM–I. 163066, 165852では黄みを帯

びたオレンジ色を呈する）．尾鰭基底部縁辺から両葉先端

にかけては赤桃色を呈し（KAUM–I. 165739では尾鰭両葉

の先端部は紫色を呈する），その内側は明るい黄色を呈す

る．両葉付近を除く尾鰭軟条は明るいオレンジ色を呈し，

鰭膜は白色半透明となる．

分布　本種は日本，台湾，フィリピンのルバング島
とパナイ島，およびインドネシアのスラウェシ島から

記録されている（Lee, 1990; Randall and Heemstra, 2006; 

Peristiwady, 2011；瀬能，2013; Hata, 2017）．日本国内にお

いては，小笠原諸島，相模湾，駿河湾，熊野灘，和歌山

県，土佐湾，大隅諸島黒島，トカラ列島（口之島・臥蛇

島・中之島・平島），奄美大島，および沖縄舟状海盆から

記録されており（田中，1917；蒲原，1933；黑田，1951；

山川，1985; Shinohara and Matsuura, 1997; Senou et al., 2006; 

Peristiwady, 2011；瀬能，2013；池田・中坊，2015；田代ほか，

2018; Jeong and Motomura, 2021；橋本ほか，2021），本研究

により薩摩半島南岸における分布も確認された．

備考　記載した 4標本は背鰭軟条数が 14であること，

胸鰭軟条数が 17–19であること，側線有孔鱗数が 35–38で

あること，体長が体高の 2.31–2.39倍であること，背鰭棘

部では第 3棘が最も伸長し，先端に黒色域があること，背

鰭軟条部に黒色帯がないこと，および尾鰭基底に黒色帯が

ないことなどの特徴が Randall and Heemstra (2006)，田代

ほか（2018），および橋本ほか（2021）が示したイッテン

サクラダイ Odontanthias unimaculatusの特徴と一致したた

め，本種に同定された．

Plectranthias sheni Chen and Shao, 2002

キオビイズハナダイ
（Fig. 3; Table 2）

標本　4 個体：KAUM–I. 162403，体長 107.4 mm，鹿

児島県南さつま市坊津町沖秋目島沖（31°21′12″N, 130°06′ 

12″E），水深 130 m，釣り，2021年 11月 16日，松本達

也；KAUM–I. 165737，体長 111.7 mm，鹿児島県南さつま

市坊津町沖秋目島沖（31°20′35″–31°20′29″N, 130°07′07″–

130°09′02″E），水深 100–130 m，釣り，2022年 2月 2日，

中村潤平；KAUM–I. 165738，体長 116.6 mm，鹿児島

県南さつま市坊津町沖秋目島沖（31°20′35″–31°20′29″N, 

130°07′07″–130°09′02″E），水深150 m，釣り，2022年2月2日，

中村潤平・松本達也・永吉健志郎・金井耀大；KAUM–I. 

165741，体長 103.5 mm，鹿児島県南さつま市坊津町沖秋

目 島 沖（31°20′35″–31°20′29″N, 130°07′07″–130°09′02″E），

水深 100–130 m，釣り，2022年 2月 2日，中村潤平．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 2

に示す．体は長卵形で側扁する．体背縁は吻端から背鰭起

部にかけて緩やかに上昇し，背鰭起部から背鰭第 6棘基部

にかけては体軸に対してほぼ平行となる．背鰭第 6棘基部

付近から背鰭基底後端にかけては緩やかに下降し，尾柄で

は体軸に対して平行となる．体腹縁は下顎先端から腹鰭起

部まで緩やかに下降し，そこから臀鰭起部までは体軸と平

行，臀鰭起部より臀鰭基底後端にかけて緩やかに上昇し，

尾柄部では体軸と平行となる．吻長は眼径と同長で，吻端

はやや尖る．鼻孔は 2対で眼窩の前端付近に位置し，後鼻

孔は前鼻孔よりやや大きい．前鰓蓋骨後縁には多数の鋸歯

がある．口裂は後下方に向けて傾斜し，主鰓蓋骨は眼窩後

端直下に達する．上顎の先端は下顎の先端よりもわずかに

前方に突出する．上顎と下顎にはともに絨毛状歯が密生す

る歯帯をそなえる．上顎の前方部には左右に 1もしくは 2

対の犬歯状歯をそなえる．下顎の中央付近には左右に 1も

しくは 2対の比較的大きな犬歯状歯がある．鋤骨歯は V

字形の絨毛状歯帯を形成し，口蓋骨には絨毛状歯帯がある．

前鰓蓋骨後縁は丸みを帯び，上部は鋸歯状となる．前鰓蓋

骨後縁の下部は平滑で，前方を向く 2本の棘がある．体は

吻部，両顎，頭部腹面を除き櫛鱗に覆われる．側線は管状



Ichthy 27 ǀ 2022 ǀ 80

Matsumoto et al. — First records of four anthiadinae fishes from Kyushu

に開孔した有孔鱗からなり，鰓孔上端から始まって背鰭

第 7棘基部直下まで上昇したのち，背鰭基底後端よりやや

後方まで緩やかに下降し，それ以降は体軸と平行となって

尾鰭基底に達する．背鰭起部は鰓蓋直上よりも前方に位置

し，背鰭基部後端は臀鰭基底後端直上よりも後方に位置す

る．背鰭棘は第 3棘が最長となる．背鰭棘部の鰭膜はやや

深く切れ込み，後方に向かうにつれて切れ込みが浅くなる．

臀鰭起部は背鰭第4もしくは第5軟条基部直下に位置する．

尾鰭は後縁が丸みを帯びた截形となる．胸鰭基底上端は鰓

蓋後縁直下よりやや前方に位置する．胸鰭軟条は第 1軟条

を除きすべて分枝する．腹鰭起部は背鰭第 2棘基部直下に

位置する．畳んだ腹鰭の後端は肛門付近に達する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 3A, C, D）―体側の地色は赤

みを帯びた白色で，背縁は赤みを帯びたオレンジ色を呈す

る．頭部背縁は吻端付近から背鰭起部前方にかけて緑みを

帯びた黄色帯がある．体側腹方は白色．体側背縁と体側中

央部に緑みを帯びた黄色斑が並ぶ．体側背縁の斑は，体

側上縁から側線下部にかけて背鰭第 4–9棘基底に 1もし

くは 2個（通常 1個），背鰭軟条基底部に 3個（KAUM–

I. 165737以外の個体では帯状に連なる），および尾柄部に

2個ある．背鰭棘基底に沿って並ぶ斑の下縁は側線よりも

下方に位置し，背鰭軟条基底に沿って並ぶ斑の下縁は側線

の上方に位置する．体側中央部には，主鰓蓋骨後端の後方

から胸鰭後端付近にかけて緑みを帯びた黄色斑が帯状に並

び，胸鰭後端より後方ではひと続きの縦帯を形成する．上

顎前方から眼窩下端を通り，鰓蓋後縁に達する明るい黄色

の 1斜線がある．前鰓蓋骨の後縁は明るい黄色で縁取られ

る．主鰓蓋骨の上部には不明瞭な黄色斑がある．背鰭棘は

明るい黄色で一部はオレンジ色を呈する．背鰭棘の鰭膜は

第 1–3棘ではオレンジ色を呈し，第 4棘より後方は明るい

黄色を基調として一部でオレンジ色を呈する．背鰭軟条は

わずかに緑みを帯びた明るい黄色で，鰭膜はうすく黄色を

帯びた白色半透明となる．臀鰭棘は白色半透明，臀鰭軟条

は明るい黄色をそれぞれ呈し，鰭膜は淡い黄色を呈する．

胸鰭は黄みを帯びたオレンジ色を呈し，基底部には明るい

黄色斑がある．腹鰭棘部と第 2軟条以外の軟条はともに白

色半透明．腹鰭第 2軟条は明るい黄色を呈する（KAUM–I. 

162403では黄みを帯びたオレンジ）．尾鰭軟条は明るい黄

色を呈する．尾鰭鰭膜は基底部付近では明るい黄色を呈し，

先端付近では白色半透明となる．虹彩の外縁は，上方と下

方は赤みを帯びたオレンジを呈し，前方と後方は緑みを帯

びた黄色を呈する．

分布　本種は日本と台湾から記録されている（Chen and 

Shao, 2002; Wang, 2011; Chen and Zhang, 2015；藤原ほか，

2017）．日本国内においては，伊豆大島，草垣群島，大隅

諸島黒島，トカラ列島中之島，奄美大島，および与那国島

から記録されており（Katayama, 1957；藤原ほか，2017，

2019；桜井，2018，2019），本研究により薩摩半島南岸に

Fig. 3. Photographs of Plectranthias sheni from the south coast of Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan (A, B: KAUM–
I. 165741, 103.5 mm SL; C: KAUM–I. 162403, 107.4 mm SL; D: KAUM–I. 165738, 116.6 mm SL). A, C, D: fresh specimen; B: 
immediately after angling.
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おける分布も確認された．

備考　記載した 4標本は背鰭軟条数が 17もしくは 18

であること，胸鰭軟条数が 13であること，胸鰭が最上軟

条を除きすべて分枝すること，側線開孔鱗数が 32である

こと，側線上方横列鱗数が 4もしくは 5であること，側

線下方横列鱗数が 12もしくは 14であること，頬鱗列数

が 5であること，総鰓耙数が 17もしくは 18であること，

背鰭棘第 3棘が最長であること，背鰭基底に沿って並ぶ

斑が側線上部に限られ，その下縁は側線を大きく越えな

いこと，および体側中央部に黄色斑が帯状に並び，とく

に後方では癒合した斑が連続した縦帯を形成することな

どの特徴が Chen and Shao (2002)，藤原ほか（2017, 2019），

およびWada et al. (2020)が示したキオビイズハナダイ

Plectranthias sheniの特徴と一致したため，本種に同定され

た．

藤原ほか（2017）は，本種の鹿児島産標本は臀鰭最長

軟条長が体長の 20.2–21.8%であり，Chen and Shao (2002)

に示された台湾産標本の 22.8–24.1%よりもわずかに短い

ことを示した．本研究で記載した 4個体の臀鰭最長軟条長

も 20.4–21.6%と短く，藤原ほか（2017）が示した鹿児島

産標本の範囲内に含まれた．

キオビイズハナダイは水深 180–360 mから採集記録が

あり（藤原ほか，2017, 2019），本研究で得られた標本は記

録されたものとしては最も浅い水深 100–150 mから採集さ

れた．

Plectranthias wheeleri Randall, 1980

フジナハナダイ
（Fig. 4; Table 2）

P. sheni P. wheeleri
KAUM–I. 162403 KAUM–I. 165737 KAUM–I. 165738 KAUM–I. 165741 KAUM–I. 162402

Standard length (SL; mm) 107.4 111.7 116.6 103.5 76.2
Counts

Dorsal-fin rays X, 18 X, 17 X, 17 X, 17 X, 16
Anal-fin rays III, 7 III, 7 III, 7 III, 7 III, 7
Pectoral-fin rays 13 13 13 13 13
Pored lateral-line scales 32 32 32 32 29
Scale rows above lateral line 4 4 5 5 3
Scale rows below lateral line 12 damaged 14 14 11
Scale rows on cheek 5 5 5 5 6
Gill rakers (upper + lower) 5 + 13 5 + 13 5 + 13 5 + 12 5 + 12

Measurements (as % of SL)
Body depth 37.1 37.3 38.4 36.0 35.8 
Body width 20.1 18.6 20.4 19.5 19.3 
Head length 43.8 45.0 45.5 44.8 44.0 
Snout length 12.8 12.3 12.3 11.1 9.7 
Orbit diameter 11.0 10.8 11.2 11.2 11.7 
Interorbital width 4.5 4.8 4.6 4.0 4.3 
Upper-jaw length 20.9 21.3 21.4 20.9 21.5 
Caudal-peduncle depth 12.1 12.7 12.7 12.3 12.2 
Caudal-peduncle length 18.3 19.2 19.8 18.6 19.4 
Pre-dorsal-fin length 41.6 41.4 42.5 42.1 40.8 
Pre-anal-fin length 73.3 72.8 71.2 74.1 73.4 
Pre-pelvic-fin length 40.5 38.6 39.4 39.8 38.7 
Dorsal-fin base length 53.8 55.0 56.0 53.5 55.0 
Anal-fin base length 15.0 14.8 15.3 15.7 15.6 
Caudal-fin length 23.1 23.9 23.5 24.7 24.3 
Pectoral-fin length 27.4 34.1 34.3 33.7 34.3 
Pelvicl-fin length 22.3 21.7 21.1 20.9 22.0 
1st dorsal-fin spine length 5.6 5.9 5.0 5.6 5.9 
2nd dorsal-fin spine length 9.2 10.1 9.7 10.0 10.1 
3rd dorsal-fin spine length 17.4 18.3 17.9 18.4 16.7 
10th dorsal-fin spine length 7.1 6.5 6.0 7.6 7.2 
Longest doral-fin ray length 18.0 16.3 17.0 16.1 17.1 
1st anal-fin spine length 8.7 8.3 8.0 7.7 8.4 
2nd anal-fin spine length 19.1 16.9 15.9 17.4 19.6 
3rd anal-fin spine length 13.5 13.5 13.6 13.3 14.7 
Longest anal-fin ray length 20.9 20.4 21.6 21.3 21.3 
1st pelvic-fin spine length 13.9 13.9 13.9 14.1 15.0 

Table 2. Counts and measurements (as % of SL) of Plectranthias sheni and P. wheeleri from from south coast of Satsuma Peninsula, 
Kagoshima Prefecture, Kyushu, Japan.
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標本　KAUM–I. 162402，体長 76.2 mm，鹿児島県南さ

つま市坊津町沖秋目島沖（31°21′12″N, 130°06′1″E），水深

130 m，釣り，2021年 11月 16日，井上賢太郎．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 2

に示す．体は長卵形で側扁する．体背縁は吻端から背鰭第

5棘基部にかけて緩やかに上昇し，背鰭第 5棘基部付近か

ら尾柄にかけては緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端か

ら腹鰭起部まで緩やかに下降したのち臀鰭起部までは体軸

と平行となり，臀鰭起部より尾柄後端にかけては緩やかに

上昇する．上顎の先端は下顎の先端よりもわずかに前方に

突出する．吻長は眼径と同長で，吻端はやや尖る．鼻孔は

2対で眼窩の前端付近に位置し，後鼻孔は前鼻孔よりやや

大きい．瞳と瞳孔は前方が尖る涙滴型．前鰓蓋骨後縁には

多数の鋸歯がある．鰓蓋後縁の下方には 4本の鋸歯状の棘

Fig. 4. Fresh specimens of Plectranthias wheeleri from Kagoshima Prefecture, Japan. A: KAUM–I. 162402, 76.2 mm SL, abnormal 
coloration specimen from the south coast of Satsuma Peninsula; B: KAUM–I. 110597, 86.3 mm SL, normal coloration specimen 
from Taira-jima island, Tokara Islands.
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がある．口裂は後下方に向けて傾斜し，主鰓蓋骨後端は眼

窩後端直下よりもやや後方に達する．上顎と下顎にはとも

に絨毛状歯が密生する歯帯をもつ．上顎の前方部には左右

1対の小さな犬歯状歯をそなえる．下顎歯帯の歯の大きさ

は一様で中央付近には左右 1対の比較的大きな犬歯状歯を

もつ．鋤骨歯は V字形の絨毛状歯帯を形成し，口蓋骨に

は絨毛状歯帯がある．体は吻部，両顎，頭部腹面を除き櫛

鱗に覆われる．側線は管状に開孔した有孔鱗からなり，鰓

孔上端から始まって背鰭第 6棘基部直下まで上昇し，尾柄

後方まで緩やかに下降して尾鰭基底に達する．背鰭起部は

鰓蓋直上よりも前方に位置し，背鰭基部後端は臀鰭基底後

端直上よりも後方に位置する．背鰭棘は第 3棘が最長とな

る．背鰭棘部の鰭膜はやや深く切れ込み，後方に向かうに

つれて切れ込みが浅くなる．臀鰭起部は背鰭第 4軟条基部

直下に位置する．胸鰭基底上端は鰓蓋後縁直下よりやや前

方に位置する．腹鰭起部は背鰭起部直下よりも前方に位置

する．畳んだ腹鰭の後端は肛門を越えない．尾鰭は截形で

最上から第 2–11分節鰭条の先端が糸状に伸長する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 4A）―体側の地色は白色で

あり，両顎の先端から尾柄後端に至る体側背縁は赤みを帯

びたオレンジ色を呈する．眼窩の前方と下方には明るい黄

色の斑がある．頬部と鰓蓋部には淡いオレンジ色と黄色の

斑が散在する．体側背縁から側線にかけては赤みを帯びた

白色の斑が複数ある．体側背縁の白色斑はそれぞれ，背鰭

第 3棘から第 4棘基底，背鰭第 9棘から第 2軟条基底，背

鰭第 5–7軟条基底，背鰭第 9–11軟条基底に 1個ずつあり，

尾柄部には 2個ある．体側中央から尾柄後端にかけて，赤

みを帯びたオレンジ色の横帯が 5本ある．これらの横帯は

側線付近で互いに連なり，腹方へ向かうにつれて幅が狭く

なり淡色となる．鰓孔付近から尾鰭基底に至る体側中央部

には明るい黄色の斑が散在する．鰓蓋後端から尾鰭基底に

至る体側上部には黒色素胞が散在する．背鰭棘部の鰭膜は

黄色で，その上に淡い赤色の斑が散在する．背鰭軟条部は

白色半透明で先端付近は黄色を呈する．背鰭軟条基底部に

は 3つの黄色斑が並ぶ．胸鰭軟条はやや黄みを帯びたオレ

ンジ色で，基底付近に淡いオレンジ色の斑がある．腹鰭棘

部と軟条部は第 2軟条を除き白色半透明で，第 2軟条はや

や黄みがかる．臀鰭棘と第 1から第 4軟条の鰭膜は明るい

黄色でその他は白色透明となる．尾鰭は基底付近では明る

い黄色を呈し，先端付近では白色透明，縁辺では明るい黄

色となる．

分布　本種は日本，台湾，インドネシアのスラウェシ
島とカイ諸島，およびニューカレドニアから記録されて

い る（Randall, 1980; Lee, 1990; Fricke et al., 2011； 瀬 能，

2014）．日本国内においては，相模湾，トカラ列島（諏訪

之瀬島・平島），奄美群島与論島，および沖縄島から記

録されており（瀬能，2014；田代ほか，2017; Wada et al., 

2018），本研究により薩摩半島南岸における分布も確認さ

れた．

備考　記載標本は背鰭軟条数が 16であること，胸鰭軟

条数が 13であること，胸鰭が最上軟条を除きすべて分枝

すること，有孔側線鱗数が 29で鱗列が尾鰭基底まで達す

ること，側線上方横列鱗数が 3であること，側線下方横列

鱗数が 11であること，前鰓蓋骨下方の縁辺に 4本の鋸歯

をもつこと，上顎に 1対の犬歯状歯をもつこと，下顎歯帯

の歯の大きさが一様で，側方中央付近に 1対の犬歯状歯を

もつこと，吻部から上顎にかけてと下顎腹面が無鱗である

こと，体側にオレンジ色の横帯が 5本あり，それらが側線

付近で連なること，体高が体長の 35.8%であること，体

幅が体長の 19.3%であること，および背鰭第 3棘の長さ

が体長の 16.7%であることなどの特徴が Randall (1980)，

田代ほか（2017），およびWada et al. (2018, 2020)が示した

フジナハナダイ Plectranthias wheeleriの特徴と一致した．

記載標本は上記の特徴がフジナハナダイと一致したも

のの，通常のフジナハナダイ (Fig. 4B)と異なり，体側に

複数の黒色素胞を呈するという変異がみられた．記載標

本と同様の色彩変異はWada et al. (2018)が相模湾で採集

された 1個体（KPM-NI 28000）を報告している．さらに

Wada et al. (2018)は，その色彩変異個体の体幅がその他の

日本産フジナハナダイ 4標本と比べて厚い［体長の 21.9%

（KPM-NI 28000） vs. 18.4–19.8%（他の日本産フジナハナダ

イ）］ことも指摘したが，比較検討用の標本が少ないこと

からこれらを暫定的に本種の種内変異と判断し，追加標本

が得られたのちに分類学的検討を行うべきであるとした．

本研究の記載標本は，KPM-NI 28000と同様，体側に黒色

素胞を呈するものの，体幅は 19.3%とWada et al. (2018)で

示された黒色素胞をもたない日本産フジナハナダイの範

囲内に含まれた．またミトコンドリアゲノム COI部分領

域の解析の結果，体側に黒色素胞をもつ個体（KAUM–I. 

162402）と，黒色素胞をもたない個体（KAUM–I. 110597,  

116326）との間の遺伝的距離（p-distance）は 0.2%であり，

顕著な遺伝的差異は確認されなかった．以上のことから本

研究では KAUM–I. 162402で確認された色彩変異を本種の

種内変異とみなし，記載標本をフジナハナダイに同定した．

フジナハナダイは Hutchins (2001)によりオーストラリ

ア北西岸から報告されているが，この記録は同属未記載種

との誤同定に基づいたものであることがWada et al. (2018)

により指摘されている．本研究ではこの見解にしたがい，

本種の分布に Hutchins (2001)によるオーストラリア北西岸

からの記録は含めなかった．

薩摩半島南岸沖から釣獲されたハナダイ亜科魚類と魚類相
調査における釣りの有用性

2021年 11月 16日，12月 3日，および 2022年 2月 2
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日に実施した船舶からの釣りによる薩摩半島南岸の魚類相

調査は，主に水深 100–150 m程度の岩礁域や地形に変化

がある砂底域に生息する小型魚を釣獲することを目的とし

た．その過程で上述したハナダイ亜科魚類 4種が釣獲さ

れ，各種の九州沿岸からの初記録となった．また，本調査

においてハナダイ亜科魚類は上述の 4種に加えて，アカイ

サキ Caprodon schlegelii (Günther, 1859)（3個体：KAUM–

I. 165864，体長 299.4 mm，KAUM–I. 165865，体長 231.2 

mm，KAUM–I. 165924，体長 280.5 mm），アズマハナダイ

Plectranthias azumanus (Jordan and Richardson, 1910)（3個体：

KAUM–I. 165744，体長 72.4 mm，KAUM–I. 165745，体長

82.4 mm，KAUM–I. 165746，体長 86.9 mm），サクラダイ

Sacura margaritacea (Hilgendorf, 1879)（4 個 体：KAUM–I. 

162401，体長 130.5 mm，KAUM–I. 163067，体長 88.2 mm，

KAUM–I. 165742，体長 104.1 mm，KAUM–I. 165853，体

長 104.3 mm），およびスミツキハナダイ Selenanthias analis 

Tanaka, 1918（5個体：KAUM–I. 160046，体長 108.8 mm，

KAUM–I. 160047，体長 109.1 mm，KAUM–I. 160048，体

長 106.4 mm，KAUM–I. 160049，体長 106.4 mm，KAUM–

I. 165851，体長 109.7 mm）も釣獲された（Fig. 5）．これら

の 4種は中村（2022）により薩摩半島沿岸から記録されて

いるものの，やや深場の岩礁域や砂底域に生息するハナダ

イ亜科魚類は商業漁業では漁獲されにくく，スキューバダ

イビングで観察されることも稀である．そのため，今回実

施した比較的深場の小型魚を対象とした釣りによる調査

は，対象海域の詳細な魚類相解明に有用であると考えられ

る．

比較標本
フジナハナダイ Plectranthias wheeleri：KAUM–I. 110597，

体長 86.3 mm，鹿児島県トカラ列島平島北西沖（29°44′N, 

129°23′E），水深 180–230m，釣り，2017年 11月 29日もし

くは 30日もしくは 12月 2日，大黒丸；KAUM–I. 116326，

体長 72.3 mm，鹿児島県奄美大島近海（28°28′N, 129° 28′E），

2018年 4月 10日，前川隆則．
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Fig. 5. Fresh specimens of four species of subfamily Anthiadinae from the south coast of Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture, 
Japan. A: Caprodon schlegelii, KAUM–I. 165864, 299.4 mm SL; B: Plectranthias azumanus, KAUM–I. 165745, 82.4 mm SL; C: 
Sacura margaritacea, KAUM–I. 162401, 130.5 mm SL; D: Selenanthias analis, KAUM–I. 160049, 106.4 mm SL.
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